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1.変 化 を生 きる人間 と レジ リエンス

　健康への配慮について考える時,い つも手に取るのは,

ヒポクラテス全集1)である.「空気 ・水 ・場所 について」

の章には,環 境が体質や気質に影響を与えることが記述

され,新 しい町にやってきた医者にとって人々の暮らし

ぶ りを観察することの重要性が説かれている.困 難 で

あっても,医 術を探求する者にとって旅 して経験 を積む

ことが不可欠であると,ヒ ポクラテスは考えていたので

ある.

　環境だけではなく,人 生において変化の中を生きる存

在 としての人間について,ヒ ポクラテスは言及している.

すなわち,「人間の自然性について」には,人 生の時期に

よって体質が変化 し,と くに元気がでる季節 も異なるこ

とが説明されている.そ こで注 目されることは,第 一に,

成年期を最も活力があ り老年期を衰微するもの と捉える

近代以降顕著 となるエイジズムはみられず,人 生の諸時

期に適 した養生が丁寧に語 られていること,第 二に,人

間はエイジング(年 を重ねること)に よる変化のみなら

ず,不 調と好調の間を生 きる存在であ り,最 高の状態に

留まることはない,最 高の状態は不調の入 り口として危

険ですらあると注意を喚起 していることである,

　 人間は,健 康 を保持 し続けることは難 しく,い つ もリ

スクを抱えてお り,欠 乏感や不安感を感 じつつ生きる存

在なのである,変 化の中で生きる人間が健康に配慮 し,

「未病」の状態 を検討するにあたっては,強 さやよい状態

のみを希求するのではな く,自 分の状態を聴 き取る時間

を確保 し,状 況に応 じて暮 らす レジリエンス(快 復力,柔

軟性)を 備える方向性を模索することが不可欠であろう.

2.健 康 コミュニテ ィ創 出とア イデ ンテ ィテ ィ

　 ー交流 に向 けて 一

　生活の変化のなかでも,移 住は人々に大 きな変化の経

験を与 える.ア メリカ合衆国への移民の中でも,特 に健

康に配慮 して生活環境を整えたグループとしてモラヴィ

ア教徒(モ ラヴィアン)が あげられる.モ ラヴィアンは,

15世 紀の宗教改革者ジ ョン・フスに従ったキリス ト教プ

ロテスタン トの一宗派だが,ヨ ーロッパにおける迫害 を

逃れて,18世 紀にモラヴィア(現 チェコ共和国)か ら宗教

的寛容で知 られるペンシルヴェニア州に移住 した.彼 ら

の特徴 は,こ の地にコミュニティを創設するばか りでは

な く,さ らに,健 康によい土地を探索 し,風,水,土 地が

良好だという理由で,遙 かなる南部ノースカロライナ州

オール ドセーラムにコミュニティを拓いたことである2).

　生活コミュニティを整 えるにあたって,モ ラヴィアン

が着手 したのは,ヨ ーロッパで親 しんだ薬草や野菜など

の栽培 を試みるために薬草園や畑 をつ くることだった

(図1).コ ミュニティ創出にあた り,重 要な参加者であっ

た医師の条件は,モ ラビアンの信教 とコミュニティ計画

を尊重することであった.す なわち,健 康を考える上で,

人々が培 って きた文化や信念 という人々のアイデンティ

ティを構成する要素が重視されたのである.

　 モラヴィアンが第二に推進 したのは,異 なる文化をも

つ人々との交流であった.健 康によい土地 とはいえ,モ

ラヴィアとも最初に入植 した北部ペンシルヴェニァ州 と

も異なる地で遭遇する病気や不調に対処するため,こ の

地域 に暮 らしてきた先住民やアフリカ系アメリカ人,異

なる宗教をもつ人々の知恵 を吸収 し,助 け合うことがな

された.そ のために,教 会,学 校,市 場,鍛 冶や染色の
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作 業 所,肉 屋,パ ン屋 な ど様 々な機 能 を備 えたコ ミュニ

テ ィの端 に宿屋(タ バ ー ン)を 設 けてモ ラヴ ィア料理 を

供 し,ま た,医 師た ちは誰で も分 け隔てな く診療 や往 診

に応 じたの である(写 真1).

　 さ らに第三 に,モ ラヴ ィア ンが検 討 したの は,新 しい

情報 と技術 の適用であ る.19世 紀 アメ リカでは,予 防 と

して種痘 の適用が議論 されて いたが,モ ラヴ ィア ンは こ

れ を採用す る ことを決定 し,医 師たちは コ ミュニテ ィ外

出典

図1　 薬草園の設計図(1761年)

Spencer, Darrel, The Gardens of Salem:
The Landscape History of a Moravian Town in North 

 Carolina (Winston Salem: Old Salem, Inc., 1997)

写真1　 モラヴィアン ・コミュニティの

　　 ヴィアリング医師の薬局

(ノ ー ス カ ロ ラ イナ 州 オー ル ドセ ー ラ ム 著 者 撮 影)

の人々でも望む者たちには種痘について対応 した.モ ラ

ヴィアンが重視 してきた,良 好 な環境 アイデンテ ィ

テ ィへの配慮,そ して異文化との交流は,自 分たちが望

む生活の実現に向けた基盤 指針,そ して柔軟な実践を

示 している.

3.自 然の意味 と養生の共同体の課題

　移住 とい う変化 の中で,モ ラヴ ィア ンが地域環境 に適

した健康 コ ミュニテ ィを創出 しよ うとした時期の アメ リ

カは,治 療 や出産 の文化 にお け る大 変動期 で もあった.

18世 紀 後期か ら,医 療 の発展 を目指 して医学校や病 院が

次 々に設立 され,多 くの州 で免許制度が開始 された.ミ ッ

ドワイフ(助 産師),薬 草 治療者,接 骨医,宗 教者 な どが

治療や助 産 を担 って きた多元的 医療 とい う状況 に大 きな

変化が起 こったのであ る.し か し,こ の時代の医 師(レ

ギ ュラー ・ドクター)の 多 くは,講 義 のみ を数 ヶ月受 け

て現場 に出て,潟 血 や水 銀製剤の下 剤 を頻繁 に大量 に使

用す るアメ リカに特 徴的 な対症療法 「ヒロイ ック ・メデ ィ

ス ン」 を行い,患 者 は悪 化す るか死 亡する こと も多 くみ

られ た.こ う した状 況に異 を唱 えて,非 正統 医療 者は 「オ

ル タナテ ィブ ・メデ ィス ン」を掲 げ,身 体 の自然 の力や治

療 を問 い直 し,「 民衆健康運動 」 を展開 した3).

3.1.植 物 治 療 運 動 に お け る大 地 の 癒 し

　「植物治療運動」の創 始者 であ る農夫S.ト ムソ ンは,妻

が医 師の助産 によって死 にそうになった経験か ら,出 産

にあへ んや器具 を もって介入せず,身 体の 自然の力 を引

き出す こ とを重視 して,「 ミッ ドワイフたちの手 に助産 を

返せ」 と訴 えた.ト ム ソンが理想 としていたの は,経 験

豊 か な ミッ ドワ イフ と女性 た ちが協 力 して行 って きた,

「ソー シャル ・チ ャイル ドバー ス」 と呼 ばれる伝統的 な出

産のか たちであ る(図2).子 ど もの誕生 と子育て に関わ

る人々は,産 婦 のみな らず ミッ ドワ イフ,近 隣の女性 た

ち,そ して乳母 も,身 体 に よい食事 や薬 草の調整 と摂取

の知恵 を共 有 していた4).

　 トム ソンの治療者 た ちへの信頼 は,彼 の経験 と関 わっ

て いる.ト ム ソ ンは,北 東部ニ ューハ ンプ シャー州で幼

い 頃か ら父親 と共 に開拓 に従事 していたが ,時 間があ る

と,地 域 の唯一 の治療 者であ った ミッ ドワイフとと もに

薬草 を摘 みその使 い方 を学 んだ.後 に トム ソンは巡 回治

療者 とな り,「 す べ ての 人が 自分 の医者 に なる」 とい う

「セル フヘル プ」 を提唱 した.
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図2　 18世 紀の産婆術書に描力、れた女性たちが

協力して行うソーシャル ・チャイル ドバースの様子

出典 Aristotle (pseud.) Aristotle's Compleat(sic.) and 
       Experienc'd Midwife:

 In Two  Parts, Made English by W-S-, M.D., 

     Third Edition, London, 1718

(Aristotle"s　 Mastr　 Piece,1710と 共 に 綴 じ ら れ て い る.)

　 トム ソ ンは,自 然 の神が用 意 した,大 地が与 える薬 と

食物 に よって,そ こに住 む人は癒 され る と信 じて いた.

彼 は薬 草を 「自然の友 人」 と呼 び,治 療や養 生は,地 域

の気候や薬草 に精通 した 「すべ ての人」 に開かれてい る

と人 々に1呼びかけた.ト ムソ ンに よれ ば,食 養 生 と薬草

を使 うこ とに よって,冑 腸 を整 え,発 汗 し,身 体 をきれ

い に したうえで ,滋 養物 を摂取す る ことが養生 の基本で

あ った.医 療 とは,基 本的 には料理 と同 じ意味 を もつの

で,家 庭の炉辺が 最適の場で あ り,女 性達 は健康 の教師

だ,と トムソ ンは主張 した.料 理 の ように,す べ ての人

が毎 日の生活で実践す るセルフ ・ヘ ルプが重要 なのは,専

門職任せ にせ ず,人 々が ライフ スタイル(生 活 様式)を

考 え選択す る ことを意味す るか らだ と,ト ムソ ンは説明

していた.

　 トムソ ンが治療 ・養生 に関 し重 視 してい た もう一つの

点 は,共 有時 間に よって 支え られる共同作業 とい うこと

であ る.彼 は開拓 中 に足 をけが した時 に,薬 草 医の暖炉

の 前に招 じ入れ られて ゆっ くり療 養 した.ト ム ソ ンは,

産 後産婦 が体 力 を回復 す る まで留 まった ミ ッ ドワ イフ

や,患 者 を滞 在 させ た薬 草 医 の よ うに,「 ホ ス ピタ リ

テ ィ」 に基づ く患 者一医者 関係 を理 想 と してい た,

　 伝統 的 な ケアの 世界の再 現 を謳 っ た トム ソ ンの 運動

は,1g世 紀 半ば まで 人気 を博 し,州 の免許制度 も次 々に

廃 止され る事態 となった.セ ル フヘ ルプの精神 に基づ く

炉 辺の癒 しは,「 自然 の力」 を見極 めて支援す る ことや,

そ れが潰 える時 を知 り死 に逝 く時 を共 に過 ごす ケアか ら

構成 され ていた.し か し,19世 紀'トば以降,健 康増 進 ・

長寿への関心が 高 ま り,新 たな養生法が 注 目され る よう

にな り,ホ メオパ シー(同 毒療法)や ハ イ ドロパ シー(水

治療 運動)な どが注 目を集め るようになった.

3.2.水 治 療 運 動 一完 全 な健 康 を 目指 す ア ソ シエ ー

　 　 ヘ　　　　　　　ヘ

　　 ン ヨ ノー

　 ハ イ ドロパ シーの リー ダーた ちは元 レギ ュラー ・ドク

ターであ ったが,ト ム ソンと同様 に,19世 紀 判 まのIE統

医療 と自然 な過 程であ るはずの出産 に介 入す る傾 向を疑

問視 してい た.し か し,そ れだけで はな く,ハ イ ドロバ

シス トは,都 市 化 ・産業化 の もとで,人 々の健康が急 速

に蝕 まれてい るとい う強 い危 機感 を共有 していた.

　 リー ダーの 一人J.シ ューは,写 真の仕事 に従事 してい

て体 調 を崩 した ことを きっかけ と して,医 者 となった後

にオース トリアで水 治療 を学 び,妻 マ リー と共 に医療 を

必 要 と しない出産 を達成 で きる健康体 作 りを模索 した.

清 浄な水 を使 った 「水浴」 や水 を飲 むこ とであ る 「水 治

療」,「 食養 生」,「運動」か ら構 成 される 「準備治療」 に

よって,近 代化 の もとで衰退 した 自然 の力に代わ る新 た

な 「第二の 自然」 を構 築す るヘル ス ・リフ ォーム を提 唱

した(図3).さ ら に,こ の時代 に増 加が観察 された神経

病 について,原 因 と治療法 を検 討 し,食 養 生の重要性 を

主張 した.

　 また,リ ー ダーの一人L.ト ロー ルは,同 時代の ヨーロ ッ

パ 由来の科 学知識 に注 目し,「骨 相学⊥ 「ヴェジ タリアニ

ズム」(菜 食主義)な どと統合 した養 生術 を提 示 した(図

4).骨 相 学 は計測 に基づ き人を診断する新 しい技術 とし

て提示 されていたが,ハ イ ドロバ シス トの把握 の特 徴 は,

人 間を刻 々と変化 す る可能性 あ る存在 と捉 え,骨 相学 の

デー タを生か して改善 を 目指 した ことで ある5).

　 開拓 の成功者 た ちが共 に楽 しんだ伝統 的な肉料理,生

活 の近代 化 と ともに人気 を博 す ようにな った コー ヒー,

紅 茶,ケ ー キ,ス パ イス,ケ ーキな どの嗜 好品,商 品 と

して 手に入 る ように なった自パ ンは,健 康 に害があ る と

して否定 された.そ して,「 科学」 に基づ く 「家庭 改革」

を 目指す 人々が,外 食 に頼 らず,家 庭 で,添 加物 を入れ

ない昔なが らのパ ンを作 る生活が,養 生 の基本だ と提唱

され た.食 生 活 に関 す る厳 しい制 限 を伴 うハ イ ドロバ

シーの養生 は,全 ての 人を対 象 とす るのでは な く,変 化
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出 典:

図3　水浴の方法

Shew, Joel, The Hydropathic Family Physician, 

 New York: Fowler and Wells, 1854

さない道として,地 域の薬草や食物に関する知識と経験

という地域文化 を共有する人々の協働を主張 した.他 方,

ハイ ドロパシーは,「完全な健康」を目指す人が養生を学

び,地 域ではなく信条に基づ く交流によって協働するこ

とを重視 した.そ こでは,運 命を決 して諦めない態度が

基本である.

　高齢化する現代社会 も,「未病」への関心と養生の重要

性が浮上 している時代である.し か し,19世 紀の変動期

の二つの運動の主張は,い ずれも現代には十分に適合的

ではないと思われる.植 物治療運動の 「すべての人」と

は,地 域の知恵 を共有する人という意味合いがあったが,

過疎地や被災地の経験からも明 らかなように,地 域住民

のみで協働することだけでは困難を乗 り越えられない場

合 もある.ハ イ ドロパ シーは,地 域ではな く信条を共有

する人々の協働を主張 しているが,こ こには,文 化を異

にする人々を排除するとい う問題がみられる.い ずれも,

モラヴィア ンが示 したように,自 らのアイデンティティ

に配慮 しつつ,異 文化交流を生かして,多 彩な変化を生

きるための レジリエンスを獲得するという姿勢は十分と

はいえない.

4.養 生 一多様 な文化 か ら照射す る人生 一

図4　 水治療雑誌編集者ファウラーによって

　　　　描力、れた骨相学マップ

出典 Fowler, 0. S., Fowler's Practical Phrenology,

 Tenth Edition, Enlarged and Improved, New York: 

Wholesale and Retail, by 0. S. and L. N. Fowler, 1844

する時代 を健康な心身をもって生 きる意志を持った人々

がアソシエーションを形成 し,協 力 して推進するもので

あった6).

　これら2つに運動に共通する部分は,ラ イフスタイルの

近代化 という変動の時代にあって,心 身の変革を訴えた

点である.植 物治療運動は,「すべての人」が自律を手放

　そもそ も,未 病に配慮 して,予 防や健康保持に努める

目的は,ど んなことなのだろうか.「未病」という言葉で

思い出されるのは,高 齢者対象の支援付 き集合住宅で暮

らすカナダの日系高齢者たちのことである.世 界各地の

移民や先住民か ら構成される多文化社会カナダでは,民

族文化や宗教に配慮 した高齢者対象の支援付集合住居が

開発 されてきた.日 系の人々も,第 二次世界大戦時の強

制収容に対する補償金をもとに,「日本文化」を感 じられ

る施設を作 りあげた.現 在は,カ ナダ生まれの2世,3世

も多数暮 らしており,お い しい日本食を提供するレス ト

ランもある(写 真2).こ の施設を拠点に,い くつ もの日

本食 レス トランが協働 して続けている弁当配達 「ミール

ズ ・オン ・ウィールズ」は,日 系 とは限らず,食 養生に

興味 をもつ町の高齢者たちに人気を博 して きた7).健 康

によい食事に恵 まれているこの施設の住人は,毎 朝の日

本のラジオ体操 も欠かさない.

　ここの住人たちが健康を保つことに熱心であるのは,

切実な共通の理由がある.身 体が弱 り介護iが必要になれ

ば,別 のナーシングホームに移動 しなければならないか

らである.人 々は,で きるだけ長 くこの施設で暮 らした
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して,他 の世代 と交流 し文化を伝えてきた.社 会の高齢

化に伴い増加する過疎地などにみ られるように,高 齢社

会は,生 老病死 という人生や文化的資源について,世 代

や文化的背景の異なる者たちが共に味わう機会を十分に

持てない状況の到来という問題をはらんでいる.ア イデ

ンティテ ィを保持 しつつ,異 なる文化 と対話 し,そ れぞ

れの世代や文化における危機 「クライシス」に注目しな

がら 「未病」について検討することは,様 々な要素か ら

生を充実させる養生文化を織 り一rげてゆくことに繋がる

と思われる.

写真2　高齢者対象生活支援付き住居施設の

レス トランで日本食を楽しむ日系二世の住人

　　　　 (カナダ　トロント著者撮影)

い と希望 している.「 日本文化」に関わ るカルチ ャーセ ン

ターや季節 ごとの イベ ン トの拠点 となる この施 設は,地

域 の人 々に も開かれてお り,住 人た ちは 「日本 文化」 を

キー ワー ドと して,多 様 な人 々 と交流 してい る.自 分の

ア イデ ンテ ィテ ィに関 わ り会話 に加 わ り楽 しむ ことが,

異 なる文化的背 景を もつ人 々と,高 齢 期 を生 きる ことや

「未病」 につ いて情報 交換 をす るこ とに繋 が ってい るの

である.

　 近年,住 み慣 れた環境 や 文化の なかで住み続 ける とい

う意味 を もつ 「エ イジング ・イ ン ・プ レイス」 は,高 齢

者の ウェル ビー イング(全 体 と しての良好 な生)を 構成

する要素 と して注 目されてい る8).「 エ イジ ング ・イン ・

プ レイス」は,文 化 を共 有 しない者 を排 除す るのでは な

く,と もに生 きてゆ く実践の…つ で もあ る.高 齢 者の多

様な希望やニ ーズに応 える環境 を考え るこ とが,全 ての

人が充実 して生 きてゆ く(エ イジング)こ とので きる 「エ

イジフ レン ドリー ・コ ミュニテ ィ」構 想 に繋が る とい う

視点 も,さ かん に検討 され ている.

　 高齢期は,刻 々 と変化す る存在であ ることを感 じつつ,

退 職後やf育 て後の 自分の時 間を深 く味わ う可 能性 に満

ちた時期 である.U本 の民俗 において,高 齢者 は地域 の

共有地(コ モ ンズ)の 整備 や孫 世代の教育 ・世話 などを通
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